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羽咋市の東に、邑知潟があります。周辺の集落にとっては、水害と格闘してきた土地でした

が、農地防災事業も完了し、今は穏やかな田園風景が広がっています。ここは寒ブナ漁でも有

名ですし、またコハクチョウの越冬地や中継地である「白鳥の里」としても知られています。

今年も１０月の初旬にコハクチョウの飛来が確認されました。

潟を横切る邑知潟大橋からも一望できますし、潟と平行して走っている道路からは、田んぼ

で群れごとに餌をついばむコハクチョウの姿が見られます。北帰がはじまる春先までの風物詩

です。晴れ間に、邑知潟の散策はいかがですか。

さて早いもので今年もあとわずか、国内ではしばらくコロナの感染状況も落ち着きをみせて

いましたが、ここにきてオミクロン株へ不安が広がっています。出口の見えない日々がまだま

だ続きそうです。大事に至らず、来年こそ収束することを願うばかりです。

令和３年１１月現在 （ ）内は令和２年度

令和３年度 ４月～７月 ８月 ９月 １０月 １１月 計

来所相談 46 (22) 0 (1) 1 (5) 10 (13) 8 (4) 65 (45)

出張相談 4 (6) 0 (4) 0 (2) 0 (5) 1 (0) 5 (17)

電話相談 43 (27) 0 (2) 8 (12) 18 (8) 6 (6) 75 (55)

計 93 (55) 0 (7) 9 (19) 28 (26) 15 (10) 145 (117)

◇ スーパーバイザー 田幡 啓子先生（公認心理師・臨床心理士）

第１６回 １月１３日（木） 第１７回 １月２７日（木） 第１８回 ２月 ３日（木）

第１９回 ２月１７日（木） 第２０回 ３月 ３日（木）

◇ スクールソーシャルワーカー 石井 了惠先生（精神保健福祉士）

第８回 １月２０日（木） 第９回 ２月２４日（木） 第１０回 ３月１０日（木）

◇ スクールカウンセラー 幸崎 美津男先生（公認心理師・臨床発達心理士）

第１０回 １月１１日（火） 第１１回 ２月 ８日（火） 第１２回 ３月１５日（火）

＊１２月２９日（水）～１月３日（月）は、閉室とさせていただきます。

教育相談状況

３月までの相談日
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１０月４日(月)に、中谷智一先生（元北陸学院大学教授）との田幡啓子先生（児童家庭支援

センターあすなろ）を講師にむかえ、『教育相談で取り扱う事例とその対応について』という

テーマで研修会を開催しました。

感染状況を確認しながら、できる限り予防対策をとった上での開催でしたが、２１名の会場

参加と８名のGoogle Meetによるリモート参加、合わせて２９名の参加がありました。

研修は、中谷先生が小学生・中学生・高校生を想定して準備された５つの事例(教材)をもと

に、背景・原因や対応法について検証するというかたちですすめられました。参加していただ

いた方々の感想からも、大変学びの多い研修であったことがうかがえます。ありがとうござい

ました。

【参加者の感想から】

◇ 貴重なお話を、ありがとうございました。事例の中で、所々様子が思

い浮かぶ生徒がいました。家庭でほっこりできる雰囲気の有無、褒めてあ

げること、食事や睡眠の大事さや、それに関する聞き取りの大切さなど、

改めて意識しながら生徒に関わろうと思いました。

◇ 学校でありそうな事例をもとに、くわしくご説明いただき、聞く側に

ゆっくりと入ってきました。中谷先生の語り方は、最初とても普通に聞こえましたが、慣れてくると頭の中にすー

っと入ってくる聞きやすいリズムでした。傾聴する側への語り方はこうあるべきと、学びがありました。ありがと

うございました。

◇ 今日は、貴重な研修会をありがとうございました。事例による検討、ア

プローチの方法を丁寧に講義していただいて、すごく勉強になり、参考にな

りました。まず、困りを抱えている子にどうアプローチできるのか、また、

親(家族)に対してどのように医療機関をすすめるのか、何をお願いできるの

か等、ヒントをいただきました。今回、私自身も、先生から「頑張っている

ね」「その調子」とほめてもらえた気がします。ゆったり構えて、またやっ

ていきたいと思います。本日は、本当にありがとうございました。

◇ 保護者の方などの話を聞いていると、相談の内容が不登校や不登校傾向であっても、その背景として子どもさ

んに発達障害や疾病性を感じることがあります。そして、相談者から、それにどう対応すれば良いか助言を求めら

れることがあります。その点で、今日の先生方のお話は、大変参考になるものでした。また、疾病等について勉強

することの大切さを実感しました。ありがとうございました。

大根とネギ、おでんや湯豆腐には欠かせません。玉ネギは冬を越して来年の６月頃に収穫でしょうか。

やすらぎファーム便り

やすらぎ羽咋教室研修会


